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柄
谷
行
人
（
一
九
四
一
年
―
）
は
「
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
」
に
は
還
元

さ
れ
得
な
い
、
自
由
な
諸
個
人
の
「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」（A

ssociation

）

を
提
示
し
て
き
た
稀
有
な
批
評
家
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
筆
者
（
大
場
）
は

拙
著
『1960s

失
踪
す
る
ア
メ
リ
カ

―
安
部
公
房
と
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス

タ
ー
の
比
較
文
学
的
批
評
』（
春
風
社
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
）
に
お
い
て
、

安
部
公
房
（
一
九
二
四
―
一
九
九
三
年
）
や
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
（Paul

A
uster,

1947-

）
の
文
学
を
ア
ナ
キ
ズ
ム
（A

narchism

）
の
視
座
か
ら
論
じ
た
が
、
そ

の
際
に
思
想
的
枠
組
み
と
し
た
の
が
、
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル

（Jean-Paul
S
artre,

1905-1980

）
、
及
び
柄
谷
行
人
の
思
想
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、
サ
ル
ト
ル
と
柄
谷
が
共
通
し
て
「
資
本
」（C

apital

）
や
「
国
家
」（S

tate

）

に
抵
抗
す
る
実
存
主
義
（E

xistentialism
e

）
的
な
「
自
由
」
を
提
示
し
て
い

た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
自
由
」
と
は
、「
新
自
由
主
義
」（N

eoliberalism

）

と
言
う
時
の
「
自
由
」
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

か
つ
て
一
九
八
〇
年
代
の
日
本
で
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
（Postm

odern

）
が
流

行
し
、
浅
田
彰
（
一
九
五
七
年
―
）
ら
の
ニ
ュ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
（N

ew

A
cadem

ism

）
は
し
ば
し
ば
消
費
社
会
論
的
な
枠
組
み
で
「
消
費
」
さ
れ
て

き
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
当
時
の
柄
谷
は
『
探
求
Ⅱ
』（
講
談
社
、
一
九
八
九

年
六
月
）
に
お
い
て
、「
交
通
」
や
「
交
通
空
間
」
と
い
う
キ
ー
・
タ
ー
ム

を
「
国
家
」
や
「
共
同
体
」
を
否
定
す
る
た
め
に
用
い
て
い
た
。
そ
の
際

柄
谷
行
人
著
『
力
と
交
換
様
式
』

大

場

健

司

O
b

a
K

e
n

j
i

に
、「
共
同
体
の
《
空
―
間
》
と
し
て
の
海
＝
砂
漠
」（
交
通
空
間
）
が
「
船

乗
り
＝
商
人
」
ら
の
「
都
市
」
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
た
が
（
柄
谷
行
人
「
交

通
空
間
」（『
探
究
Ⅱ
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
四
年
四
月
）
三
二
五
頁
）
、
こ
の

こ
と
は
「
交
通
」
と
い
う
語
が
も
っ
ぱ
ら
「
商
品
交
換
」
を
指
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
探
究
Ⅱ
』
に
お
い

て
既
に
「
贈
与
」
が
、
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
（C

laude
L
évi-Strauss,

1908

-2009

）
に
反
し
て
「
社
会
的
な
交
換
の
一
様
態
」
＝
「
交
通
」
と
し
て
提

示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
（
三
六
四
頁
）
、
柄
谷
は
資
本
主
義
の
「
商
品
交
換
」

に
は
還
元
さ
れ
得
な
い
「
交
通
」
を
提
示
し
て
き
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。

そ
の
際
に
柄
谷
が
用
い
た
の
が
、「
交
換
様
式
」
と
い
う
キ
ー
・
タ
ー
ム

で
あ
っ
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
柄
谷
は
『
世
界
史
の
構
造
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年

六
月
）
の
時
点
で
、「
交
換
様
式
」
を
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
の
四
種
類
に
区
分

し
て
吟
味
し
て
い
る
。「
交
換
様
式
Ａ
」
と
は
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」（N

ation

）

に
お
け
る
「
互
酬
」（
贈
与
と
返
礼
）
の
こ
と
で
あ
り
、「
交
換
様
式
Ｂ
」
は

「
国
家
」
に
お
け
る
「
略
奪
と
再
分
配
」（
支
配
と
保
護
）
、「
交
換
様
式
Ｃ
」

は
「
資
本
」
に
お
け
る
「
商
品
交
換
」（
貨
幣
と
商
品
）
、「
交
換
様
式
Ｄ
」

は
「
交
換
様
式
Ａ
の
高
次
元
で
の
回
復
」
を
指
す
（
柄
谷
行
人
「
交
換
様
式

論
」（『
世
界
史
の
構
造
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
六
月
）
一
四
―
一
五
頁
）
。
す
な

わ
ち
柄
谷
は
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
（K

arl
M
arx,

1818-1883

）
が
用
い
た

「
交
通
」（V

erkehr

）
の
概
念
を
、
①
「
生
産
様
式
」
で
は
な
く
「
交
換
様

式
」（
消
費
）
の
観
点
か
ら
見
直
し
、
②
資
本
主
義
に
お
け
る
「
商
品
交
換
」

に
は
還
元
さ
れ
得
な
い
「
交
換
様
式
Ｄ
」
＝
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
を
提
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
な
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
後
に
「
資
本
」
と
「
国
家
」
を
否
定

す
る
柄
谷
の
思
想
は
世
界
的
に
評
価
さ
れ
て
お
り
、二
〇
二
二
年
に
は「
哲

学
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
と
も
呼
ば
れ
る
バ
ー
グ
ル
エ
ン
賞
（B

erggruen

Prize

）
を
受
賞
し
て
い
る
。
そ
の
受
賞
理
由
と
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
資

本
主
義
が
問
題
を
抱
え
、
民
主
主
義
国
家
が
危
機
に
瀕
し
、
自
己
批
判
の

ほ
と
ん
ど
な
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
復
活
し
て
い
る
現
代
」（the

current
era

of
troubled

global
capitalism

,
crisis

in
dem

ocratic
states,

and
resurgent

but
seldom

self-critical
nationalism

）
に
お
い
て
こ
そ
、
柄
谷
の
思
想
が
重
要
だ
と
い
う

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（"B

erggruen
P
rize

for
P
hilosophy

and
C
ulture."

B
erggruen

Institute,
https://w

w
w
.berggruen.org/prize/.

二
〇
二
三
年
八
月
二
〇
日
参

照
、
拙
訳
）。
こ
の
こ
と
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
」（G
lobal

C
apitalism

）

が
存
続
不
可
能
な
ほ
ど
危
機
的
状
況
に
あ
り
、
柄
谷
の
思
想
が
「
資
本
」

と
「
国
家
」
を
相
対
化
す
る
た
め
の
国
際
的
な
羅
針
盤
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、『
世
界
史
の
構
造
』
で
提
示
さ
れ
た
「
交
換
様
式
Ｄ
」
の
可

能
性
を
更
に
吟
味
し
た
の
が
、
こ
の
書
評
で
考
察
す
る
『
力
と
交
換
様
式
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
二
年
一
〇
月
）
で
あ
っ
た
。
次
に
、『
力
と
交
換
様
式
』

の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
て
い
く
。

ま
ず
、
マ
ル
ク
ス
主
義
（M

arxism

）
に
お
け
る
経
済
的
下
部
構
造
と
し

て
の
「
生
産
様
式
」
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
観
念
的
上
部
構
造
が
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
先
達
と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る

の
が
、
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
（M

ax
W
eber,

1864-1920

）
と
ジ
ー
ク
ム

ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
（Sigm

und
Freud,

1856-1939

）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
経

済
的
動
機
の
み
が
人
間
の
行
動
を
決
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
柄
谷
は
こ
こ
に
、「
生
産
様
式
」
で
は
な
く
「
交
換
様
式
」
か
ら
来

る
「
力
」
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
次
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
①
マ
ル
ク
ス
の
「
交
通
」
の
概
念
に
影

響
を
与
え
た
思
想
家
と
し
て
モ
ー
ゼ
ス
・
ヘ
ス
（M

oses
H
ess,

1812-1875

）

が
再
評
価
さ
れ
て
い
る
点
。
次
に
、
②
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
（Jacques

D
errida,

1930-2004

）
の
『
マ
ル
ク
ス
の
亡
霊
た
ち
』（Spectres

de
M

arx,
1993

）

に
お
い
て
考
察
さ
れ
た
「
亡
霊
」
が
「
交
換
様
式
」
に
由
来
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
。
特
に
、
モ
ー
ゼ
ス
・
ヘ
ス
が
人
間
と
自
然

の
間
の
「
交
通
」
を
考
え
て
い
た
こ
と
に
言
及
が
あ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。

斎
藤
幸
平
（
一
九
八
七
年
―
）
の
『
大
洪
水
の
前
に

―
マ
ル
ク
ス
と
惑
星

の
物
質
代
謝
』（
堀
之
内
出
版
、
二
〇
一
九
年
四
月
）
を
引
用
す
る
ま
で
も
な
く
、

地
球
に
お
け
る
環
境
破
壊
は
喫
緊
の
課
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

本
書
で
は
、「
世
界
史
」
の
視
座
か
ら
「
交
換
様
式
」
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
遊
動
的
な
狩
猟
採
集
民
が
定
住
す
る
と
、
権
力
者
が
生
ま
れ
る
な

ど
の
問
題
が
生
じ
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
（
フ
ロ
イ
ト
的
「
原

父
殺
し
」）
、
平
等
な
贈
与
交
換
（
交
換
様
式
Ａ
）
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
共

同
体
が
拡
大
し
、
首
長
制
社
会
が
生
じ
る
と
、「
カ
リ
ス
マ
的
支
配
」（
ヴ

ェ
ー
バ
ー
）
に
よ
っ
て
支
配
と
服
従
（
交
換
様
式
Ｂ
）
と
い
う
国
家
の
官
僚
制

が
生
じ
る
。
国
家
が
発
展
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
と
し
た
の
が
交
易
（
交

換
様
式
Ｃ
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
国
家
」（
交
換
様
式
Ｂ
）
と
「
資
本
」（
交
換

様
式
Ｃ
）
に
抑
圧
さ
れ
た
自
由
で
平
等
な
社
会
の
可
能
性
（
交
換
様
式
Ｄ
）

を
示
し
た
の
が
、「
ア
ジ
ー
ル
」（A

sylum

）
や
「
普
遍
宗
教
」
で
あ
っ
た

と
い
う
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
「
交
換
様
式
Ｄ
」
＝
「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
が
人
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間
の
意
識
を
超
え
た
「
向
こ
う
か
ら
」（
三
九
五
頁
）
や
っ
て
来
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
が
「
交
換
様
式
Ｄ
」
を
目
指
し
た
と

こ
ろ
で
、
そ
れ
は
「
交
換
様
式
Ａ
」
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、「
Ｄ
」
は
抑
圧
さ
れ
な
が
ら
も
回
帰
す
る
の
だ
。

こ
の
こ
と
は
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
今
後
、
更
に
大
き

な
戦
争
が
幾
度
も
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
度
に
フ
ロ
イ

ト
的
「
死
の
欲
動
」
が
も
た
ら
す
「
反
復
強
迫
」
に
よ
っ
て
自
律
的
な
「
超

自
我
」
が
形
成
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
柄
谷
の
『
憲
法
の
無
意
識
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
六
年
四
月
）
に
即
し
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
戦
争
を
否
定
す
る
「
憲
法

九
条
」
の
よ
う
な
も
の
だ
。
そ
し
て
本
書
で
は
、
そ
れ
が
エ
ル
ン
ス
ト
・

ブ
ロ
ッ
ホ
（E

rnst
Sim

on
B
loch,

1885-1977
）
の
言
う
「
未
だ

―
意
識
さ
れ

な
い
も
の
」、
す
な
わ
ち
「
未
意
識
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
だ
と

い
う
（
三
八
六
頁
）。

次
に
、
文
学
・
文
化
研
究
の
視
点
で
興
味
深
か
っ
た
点
に
つ
い
て
感
想

を
述
べ
た
い
。「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
の
「
希
望
」
を
、
ブ
ロ
ッ
ホ
は

「
希
望
」
と
呼
び
、「
そ
の
痕
跡
を
人
類
史
に
お
け
る
各
所
に
探
究
す
る

よ
う
な
仕
事
を
続
け
た
の
で
あ
る
。
中
で
も
、
大
著
『
希
望
の
原
理
』
で

は
、
世
界
史
的
に
宗
教
、
哲
学
、
文
芸
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
を
通
し

て
、
多
種
多
様
な
「
希
望
」
の
痕
跡
を
追
求
し
た
」（
三
八
二
頁
）。

ブ
ロ
ッ
ホ
が
行
な
っ
た
「
希
望
」
の
「
痕
跡
」
の
探
究
。
こ
れ
こ
そ
が
、

「
批
評
」
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
文
学
・
文
化
研
究
に
お
い
て
も
必
要
な

も
の
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
レ
ー
バ
ー

（D
avid

G
raeber,

1961-2020

）
が
人
類
学
に
お
い
て
行
な
っ
た
よ
う
な
こ
と

を
、「
文
学
」
や
「
文
化
」
の
領
域
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
だ
ろ
う
。

■
目
次

序
論

第
一
部
「
交
換
か
ら
来
る
「
力
」」

予
備
的
考
察
「
力
と
は
何
か
」

第
一
章
「
交
換
様
式

と
力
」

A

第
二
章
「
交
換
様
式

と
力
」

B

第
三
章
「
交
換
様
式

と
力
」

C

第
四
章
「
交
換
様
式

と
力
」

D

第
二
部
「
世
界
史
の
構
造
と
「
力
」」

第
一
章
「
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
（
古
典
古
代
）」

第
二
章
「
封
建
制
（
ゲ
ル
マ
ン
）」

第
三
章
「
絶
対
王
政
と
宗
教
改
革
」

第
三
部
「
資
本
主
義
の
科
学
」

第
一
章
「
経
済
学
批
判
」

第
二
章
「
資
本
＝
ネ
ー
シ
ョ
ン
＝
国
家
」

第
三
章
「
資
本
主
義
の
終
わ
り
」

第
四
部
「
社
会
主
義
の
科
学
」

第
一
章
「
社
会
主
義
の
科
学

」
1

第
二
章
「
社
会
主
義
の
科
学

」
2

第
三
章
「
社
会
主
義
の
科
学

」
3

（
二
〇
二
二
年
一
〇
月

岩
波
書
店

四
二
八
頁

三
八
五
〇
円
＋
税
）

（
九
州
共
立
大
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
講
師
）


